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第５号様式（第７条関係）  

 

会 議 録 

会議の名称 平成３０年度第１回清須市国民健康保険運営協議会 

開催日時 平成３０年１２月１１日（火）午後２時００分 

開催場所 清須市役所北館２階第３会議室 

議 題 １  開会  

２  会長あいさつ  

３  議事  

(1) 平成３１年度仮係数による事業納付金と標

準税率について  

(2) その他  

４  閉会  

会 議 資 料 会議次第  

配席図  

委員名簿  

資料１－１及び資料１－２  

 平成３１年度  仮係数による事業納付金と標準

税率について  

資料２－１  モデルケースにおける保険税額  

資料２－２  モデルケースにおける保険税額  

【参考】平成２９年度国保運営協議会資料  

公 開 ・ 非 公 開 の 別 

(非公開の場合はその理由) 

公開 

傍 聴 人 の 数 

( 公 開 し た 場 合 ) 

１名 

出 席 委 員 公 益 代 表：柘本委員、細谷委員 

保険医等代表：小川委員、鬼頭委員、宮田委員 

被保険者代表：青木委員、植松委員、武田委員 

欠席委員 冨田委員 

事 務 局 （市民環境部 保険年金課） 

栗本部長、浅野課長、加藤主幹、渡邉係長 

会議録署名委員 鬼頭委員、武田委員  
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会議の経過《意見の要旨》  

 

●事務局  

定刻となりましたので、ただ今から、「平成３０年度第１回清須市国民

健康保険運営協議会」を開会いたします。  

私は、司会を務めさせていただきます、保険年金課主幹の加藤でござい

ます。  

会議を始める前に資料の確認をさせていただきます。  

本日の次第、配席図、委員名簿、資料１－１、資料１－２、資料２－１

２―２まででございます。  よろしいでしょうか。  

開会に先立ちまして、委員の出席状況につきまして、ご報告させていた

だきます。本日は、冨田義信委員が欠席されております。  

本協議会は、清須市国民健康保険運営協議会規則第６条の規定により、

委員の過半数以上の出席があり、定足数に達しておりますので、本日の会

議は成立していることをまずご報告いたします。  

本日の会議に入ります前に、委員の皆様にあらかじめご了承いただく事

項として、清須市では「附属機関等の会議の公開に関する要綱」を定めて

おります。この中で附属機関等の会議及び会議録は、清須市情報公開条例

の規定に基づき非公開という扱いをしているものを除き、原則公開するこ

ととなっております。したがいまして、本協議会は公開とさせていただき

ます。  

それでは、傍聴者が見えておりますので、入場していただきます。しば

らくお待ちください。  

それでは、ただ今から、清須市国民健康保険運営協議会を開会いたしま

す。それでは、開会にあたりまして、市民環境部長の栗本よりご挨拶申し

上げます。  

 【  栗本部長あいさつ  】  

●事務局  

 続きまして、柘本会長よりご挨拶をお願いします。  

●柘本会長  
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 柘本でございます。よろしくお願いします。  

 本日は大変お忙しい中、清須市国民健康保険運営協議会に出席していた

だきまして、誠にありがとうございます。  

 昨年度は、平成３０年度の税率について、委員の皆様には慎重に審議し

ていただき、決算補填目的の赤字を削減解消に向け、当協議会からも附帯

意見を沿えて答申をいたしました。  

 今年度も、３１年度の税率について審議する事となりました。よろしく

意見を賜りますようお願いを申し上げまして挨拶とさせていただきます。 

●続きまして、次第３議事を始めます。  

それでは、これからは、清須市国民健康保険運営協議会規則第３条の規

定によりまして、会長が議長となり会務を総理していただくことになりま

すので会長に、議長をお願いいたします。  

それでは、柘本会長よろしくお願いいたします。  

●柘本会長  

それでは、清須市国民健康保険運営協議会規則に基づきまして、私がこ

の会議の進行を務めさせていただきます。  

議事に入ります前に、本日の会議録署名委員の指名を行います。議事録

署名委員には、清須市国民健康保険運営協議会規則第９条の規定により、

鬼頭俊雄委員、武田君子委員にお願いをいたします。  

ただ今から、議事に入らせていただきます。  

それでは、議題（１）「平成３１年度  仮係数による事業納付金と標準

保険税率について」事務局から説明をお願いいたします。  

●事務局  

【  保険年金課課長  内容説明  】  資料１－１から資料２ -２  

●柘本会長   

それでは、本件につきまして、ご質問等ございましたら、ご発言をお願

いいたします。  

●委員  資料１ -２の（５）のところで、清須市の医療水準が愛知県内で

８位となっていますが、１位の市町村はどこですか。  

●事務局  愛知県の国民健康保険運営協議会の資料によるもので、愛知県
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内では南知多町が一番医療水準が高く、一番低い所が田原市でございま

す。  

●委員  高いところ、低いところがあるなかで、清須市が高い要因は何で

すか。  

●事務局  医療費水準というのは、市町村によって年齢構成で高齢者が高

い市町村もあれば、低い市町村もあるなかで、全国の市町村の年齢構成が

同じだとすると医療費がどのくらいかかっているのかの水準を求めます。

全国平均が「１」とすると、愛知県「１」を下回っており、全国的には低

く、清須市も「１」より低いですが県内では高いということです。  

●委員  高齢者が多いということですか。  

●事務局  高齢者が多いという事ではなく、高齢の方も若い方も医療にか

かる割合が高い状況です。  

 例えば５０歳の人がいくら医療にかかっているか、４０歳の人はいくら

かかっているか、３０歳はいくらかかっているかという割合を合算して平

均を求めたものが医療費水準で、愛知県の中で順位をつけてしまうと、清

須市が８番目ということです。  

●委員  収納率を向上させる取り組みとしては、どの様な事を行っていま

すか。  

●事務局  まず、現年度を収納するという事を大前提としております。転

出される方につきましては、後日納付書を送るより窓口で即日賦課をして

納付書を渡し保険税を納めてもらった上で転出していただくという事を

行っております。他に、保険料を納めてない方で高額療養費に該当する方

につきましては、償還分を優先して税のほうへ充当することを行っており

ます。  

●柘本会長  

 他よろしいでしょうか。それでは、次に、議題（２）「その他」につい

て、事務局からお願いいたします。  

●事務局  

直近では新たにお知らせする事項は特にはありません。  

●柘本会長  
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それでは別段無いようですので、本日出席された委員の方々に感想を一

言ずつお願いいたします。まず、公益代表といたしまして  細谷澄子様お

願いします。  

●委員  

なかなか、こういう難しい話で大変ですけど、頑張って勉強したいと思

います。  

●柘本会長  

 続きまして。保険医又は保険薬剤師代表といたしまして、小川正廣様お

願いします。  

●委員  

保険料率を決めるというのはなかなかむずかしい事で、所得割・資産

割・均等割・平等割で何パーセントにすれば一番いいのか難しいことで、

総論として、所得再配分機能をもたせるか、どの程度持たせるのかという

ことなんだろうけど。何パーセントにしたらいいのか、むずかしいなとい

う感じです。  

●柘本会長  

 ありがとうございました。それでは、続きまして。鬼頭俊雄様お願いし

ます。  

●委員  

歯科医師会の鬼頭といいます。医療費をできる限り削減することも大事

なことと思います。歯科医師会ではいろいろやっていますが、例えば口腔

ケアを一生懸命やったり、検診を積極的に勧めることによって全体的に医

療費が削減されると思っております。与えられた範囲内で医療費をできる

限り少なくしようと考えております。例えば、前にもちょっと言ましたが、

トヨタ関連のところで、歯科医院で年２回以上定期ケアを行っている人

は、４８歳ぐらいになると逆転しますが、平均で２万円治療費が削減され

たと報告がありますが、検診とか定期健診は必要だなという事を思ってお

ります。  

●柘本会長  

 ありがとうございました。宮田壮一様お願いします。  
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●委員  

薬剤師会の宮田です。非常に保険財政もいろいろ厳しいところもあると

思います。ただ、被保険者の方々の保険に対する重要性とか意識がまだま

だ行き届いていない様なケースもあります、我々例えばですけれども調剤

やっておりまして、「ちょっと薬がたりなくなっちゃったから、少し売っ

てくれないか」という事を言われる方がいました、勿論処方箋なしで売る

様なことは出来ませんので、お断りしましたが、例えば１割負担の方です

と１回の薬を７，８種類もらわれても負担金が千円くらのため千円くらい

の価値しかないという認識の方がみえます、だからその内の１０錠ぐらい

なら１００円ぐらいでもらえるんじゃないか、と思われている方がいます

ので。その辺の認識を高める様に、薬についての通知とかやられていると

思いますが、認識を皆さんに持っていただけるようにして、実感していた

だくのが非常に大事なことかなと思っております。  

●柘本会長  

 ありがとうございました。次に被保険者代表といたしまして青木伸代様

お願いします。  

●委員  

２点思いました。ひとつは、昨年度の第４回、今年の１月の時に、お話

したかと思いますが、私たちが色々検討している時に、新聞に県内最多の

累積赤字の自治体が１人当たり平均で３，７００円ぐらいの増を決めたと

いう記事がありました、１人当たり平均３，７００円といいますと、相当、

一気に高くしたんだなと思いました。赤字が影響している自治体は大変だ

なと思いましたが、清須市は税率を一気ではなく、緩やかに上げていくと

決めていただいたので、今日、色々資料でお知らせいただいて、大きな問

題は無く進められていることに安心しました。  

それから、鬼頭委員より、検診を積極的に勧めるようなことを言われま

したが、健康推進との連携は大事だなと思いますし、私自身、今日、人間

ドックの補助金の申請をしましたが、４万２千円くらいかかっていて、そ

の内１万５千円を補助金でいただけるというのは、清須市独自ですか。  

●事務局  人間ドックの補助金自体は元々合併する前に西枇杷島町が実
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施していたのを、合併を機に清須市でも行っており、他市では行っていな

い市町村もあります。  

清須市につきましては、特定健診無料化と伴に人間ドックの補助金は可能

な限り続けていきたいと思っております。  

●委員  だから、そういう点でも、検診・人間ドックもやろうかなとか、

前向きな気持ちにさせてくれる制度もあったりして、そういうふうに取り

組んでいただいているのがありがたいなと思っております。  

●柘本会長  

 ありがとうございました。植松博様お願いします。  

●委員  

資料１ -２ですが被保険者が平成３０年度から６３９人減っている、相

当の人数ですね、理由は何ですか。  

●事務局  

 平成２７年度に社会保険の適用拡大に伴い、非正規雇用の方達の社会保

険加入という状況がございました。  

昔ですと６０歳で定年されると国保に入る方がほとんどでしたが、再任

用や再就職で、社会保険に続けて加入される方が多くなり、国保に加入す

る人達が少なくなった、逆に今度減っていく方については毎年７４歳から

７５歳になると後期高齢者医療に変わっていく方が毎年約６００人ぐら

いあります、入ってくる方も年間３００人、出てかれる方も年間６００人

ですので、毎年３００人から４００人は確実に減ってきます。  

●委員  次年度もどんどん減っていくということですか。  

●事務局  実際に、退職されて何歳になったら国保に加入されるかがまだ

見込めない状況です、今後まだ下がり続けていくとは思いますが、減少が

鈍化するのが何年後になるかは見込めない状況でございます。  

●柘本会長  

 ありがとうございました。武田君子様お願いします。  

●委員  

毎年、国民健康保険料が上がっていきますが、皆さん何も文句言われず

問題なく来ているとのことですが、保険税の納付書を送って、滞納者・未
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納者はどういう状況でしょうか、税金を上げて、問題ない、問題ないとい

っても、滞納者が増えたり、未納者が増えてきているようであれば、増え

てこなければ、問題なく、皆さん生活のなかで充分支払えるだけ保険料だ

という事になりますよね。未納者がなければ、だからそこらへんどうなの

かなと思うんですけど。  

●事務局  

過年度で滞納にならない様に、なるべく現年度を納めて下さいとお話さ

せていただいています。実際、未納になった場合どうなるかといいますと、

督促状、催告状の発送を収納課で行い、以降収納課の事務となり、預金と

かの調査後差し押さえを行ったりしております、また、納税相談など交渉

がうまくいかなないようであれば、県の滞納整理機構において、市民税や

固定資産税と併せて滞納整理をお願いしております。  

●委員  現年度の未納者というのは増えてはきていないのですね。  

●事務局  今のところ昨年と比べますと、ほぼ同じくらいの収納率で推移

しておりますので、今年度も、県の示す徴収率はクリアできるかなと思っ

ておりますが、年度末までまだ時間がありますのでそれを割らないように

努力していきたいと思っております。  

●柘本会長  

 ありがとうございました。  

事務局には、第２回協議会までに、今までの意見のなかから、必要な資

料の作成をお願いします。  

それでは別段無いようですが、折角の機会でございますので、事務局か

らの説明以外で、何かご意見がございましたらご発言いただければと思い

ますが、いかがでしょうか。全体を通じてでも構いません。  

●委員  国民健康保険税で、口座振替の人と窓口納付の割合はどんな状況

ですか、口座振替ですとスムーズにいくような、やはり現金納付ですと未

納者が多くなるように思いますが、どうでしょうか。  

●事務局  今数値がありませんので、次回までに資料を作らせていただき

ます。６５歳以上の方は年金特徴になりますので、その前の年齢の方につ

いて、新しく転入されたり、社会保険をやめて国保に入られる方について
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は、口座振替のご案内をしていますが、手続き上銀行の支店に行って手続

きしなければならないため、それほど高くはない状況ではございます。  

●委員  口座振替を奨励したほうがいいですね、未納者も少なくなるよう

な気がしますので。  

●事務局  奨励はしておりますが、清須市につきましては、どこの銀行で

もいいというわけではなくて、市の指定金融機関でないと口座振替ができ

ない状況であります。  

今ではコンビ二納付も出来るようになっておりますので、お近くのコン

ビ二で払っていただくことも可能となっております。  

●柘本会長  よろしいですか。  

それでは、以上をもちまして、本日の議事はすべて終了とさせていただ

きます。  

 皆様方のご協力によりまして、会議を円滑に進めることができましたこ

とを厚くお礼申し上げます。最後に、事務局から連絡事項等ありましたら

お願いします。  

●事務局  

本日は長時間に渡り、誠にありがとうございました。事務局より２点あ

ります。  

 １点目は、議事録についてですが、後日、会議冒頭で会長が指名いただ

きましたお二人の委員の方にご署名をいただくこととしておりますので、

ご協力のほどよろしくお願いします。  

 ２点目は、次回は１月下旬に開催を予定しております。正式に日程等が

決まりましたら皆様にご連絡させていただきます。  

これをもちまして、平成３０年度第１回清須市国民健康保険運営協議会

を閉会いたします。  

本日は、ご多忙中ありがとうございました。  

 

（  午後２時５５分  閉会  ）  
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会議の結果  会議の経過に示したとおり  

問い合わせ先  
市民環境部  保険年金課  

０５２－４００－２９１１  内線１３１１  

 

上記のとおり会議の経過を記載して、その相違ないことを証するため

に、ここに署名する。  

 

平成３１年１月３０日 

 

          会 長  柘 本 繁 治 

 

          委 員  鬼 頭 俊 雄 

 

          委 員  武 田 君 子 

 

 


